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第四次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画基本フレーム 

基本 

理念 
基本目標       基本計画 実施計画 

結
の
心
で
つ
な
が
る
福
祉
の
ま
ち 

１ みんなが主役の支え合いのまちづくり 

【地域福祉活動推進部門】 

１ 地域における住民主体の福祉活動を推進します 

① 小地域福祉活動の強化 

② 地区社協、福祉委員会活動の支援 

③ 地域交流活動の促進 

④ 地域住民による福祉活動の輪づくり 

２ 参加と交流を育む環境づくりを推進します  
  ① 福祉イベントへの参加と交流によるふれあいの輪づくり 

② 福祉教育の推進 

３ 地域支え合いの担い手を育成します 

① ボンティアの育成と活動支援 

② ボランティアセンターの機能と広報の強化 

③ 災害ボランティアの連携と活動強化 

４ 共同募金を活用し、じぶんの町を良くします ① 共同募金配分金を活用した福祉のまちづくり 

２ 生き活きと暮らすことができる環境づくり 

【福祉サービス利用支援部門】 

５ 質の高い福祉サービスの提供に努めます 

① 介護機器貸出サービスの充実 

② 総合福祉相談の強化 

③ 生活困窮者の自立支援 

６ 利用者のニーズに応じた相談と支援を推進します 

① 障害者の自立と社会参加の支援 

② 福祉サービスの利用援助 

③ 法人成年後見への取り組み 

④ 障害者の相談支援と福祉サービス利用計画支援 

３ 一人ひとりの思いに寄り添う支援体制づくり 

【在宅福祉サービス部門】 

７ 在宅福祉サービスによる介護予防を推進します 

① 高齢者の日常生活の支援 

② 高齢者の介護予防の推進 

③ 住民主体の地域包括ケアシステムの構築 

８ 障害福祉サービスの拡充を図ります 
① 障害児の放課後等の居場所づくり 

② 障害者の日常生活の支援 

９ 介護保険サービスの拡充を図ります 

① 利用者本位のサービスの提供 

② 経営の安定化 

③ 新しい総合事業への取り組み 

４ 地域に根ざした社会福祉協議会づくり 

【法人運営部門】 

１０ 適正な法人運営体制の確立を図ります 

① 組織、運営体制の強化 

② 苦情処理制度の的確な運用 

③ 安定的な財源確保 

④ 適正な基金の運用 

⑤ 社会福祉法人制度改革の的確な対応 

１１ 広報、啓発活動を強化します ① 広報、啓発活動の拡充と強化 
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第四次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画の中間評価について 

                  

１ 第四次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画中間評価の総括                    ３ 評価結果及び事業の方向性 

 

  平成３０年度は、第四次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画（平成２８年～３２年度）の中間期    

にあたり、この活動計画が計画どおり実施されているか点検し、その実施状況について評価を行いまし     

た。                                                 

  その結果としては、４２の推進項目の内、評価ランク３が３４項目と全体の８１．０％を占め、全体 

的に予定どおり事業を実施している一方、評価ランク２が４項目（９．５％）となり、ボランティアセ 

ンターの運営や介護保険事業の経営にいくつかの課題が残りました。 

  また、評価ランク４は３項目（７．１％）、評価ランク５が１項目（２．４％）と高評価数は少なくな 

っており、その内容としては、小地域での助け合い活動の促進や法人後見制度の取り組み、さらに社会 

福祉法人制度改革への対応が高評価となりました。 

今後も事業の見直しを進め、安定的な事業推進に向けて取り組みます。 

  次に、事業の方向性としては、拡充が４項目（９．５％）、継続が３６項目（８５．７％）とその大半 

を占め、拡充を要するものは、小地域支え合い活動の促進やボランティアセンター機能及び広報活動の 

強化などがあり、統合を要するものは、一人暮らし高齢者配食サービスとまごころ訪問配食サービスの 

効率化を図ることになり統合の方向性となります。さらに縮減では、本協議会で実施している生活福祉 

資金事業のあり方を再度検討し見直しをしていきます。 

４ 進行管理スケジュール 

                           

２ 評価の方法   

                                                        

   評価は、一次評価を担当者及び主任が行い、総括主任、次長、局長の協議により二次評価を行いま 

した。 

   具体的評価にあたっては、次のような手順で実施状況の確認、評価を行いました。 

   それぞれの推進項目について評価シートを用い、事業等の実施状況の確認と評価、課題抽出を行う 

  とともに、その取組みに対する達成度（５段階評価）と今後の方向性（拡充、継続、統合、縮減、廃 

止）を示しました。                  

 

○事業の達成度              ○事業の方向性                                                       

   ５ → 目標を大幅に上回り実施できた    拡充 → 事業をより一層充実する 

   ４ → 目標を上回り実施できた       継続 → 事業を引き続き実施する 

   ３ → 目標どおり実施できた        統合 → 複数の事業を整理統合する 

   ２ → 目標に到達しなかった        縮減 → 事業を見直し、縮減する 

   １ → 全く実施できなかった        廃止 → 事業の目的が達成されたため廃止又は休止する 

 

 

 

 

事業の達成度 

達成度 項目数 構成比 

５（高評価） １ ２．４％ 

    ４ ３ ７．１％ 

    ３ ３４ ８１．０％ 

    ２ ４ ９．５％ 

１（低評価） ０    ― 

 ４２ １００．０％ 

事業の方向性 

方向性 項目数 構成比 

拡 充 ４ ９．５％ 

継 続 ３６ ８５．７％ 

統 合 １ ２．４％ 

縮 減 １ ２．４％ 

廃 止 ０ ― 

 ４２ １００．０％ 

時 期 内 容 

平成３１年２月１９日 
総務・事業合同部会で中間評価報告 

 中間期までの進捗状況及び評価の協議 

平成３１年２月 評価を反映した３１年度事業計画・予算策定 

平成３１年３月１３日 

平成３１年３月２７日 
理事会及び評議員会に３１年度事業計画（案）及び当初予算（案）提出 

平成３１年度末 各担当による進行管理チェック 

平成３２年度末 最終評価 
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【地域福祉活動推進部門】 

基本目標１ みんなが主役の支え合いのまちづくり 

基本計画１ 地域における住民主体の福祉活動を推進します  

実施計画① 「小地域福祉活動の強化」 町内会などの自治会（第３層）を主な単位として、地域が抱える生活・福祉課題を地域で解決できるよう住民のネットワークを活かした近助力を増強します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１ 小地域支え合い支 

援活動の促進 
新規 

 福祉委員を核として地

域の関係者（区長、民生児

童委員等）が連携、協働し

て、地域の生活・福祉課題

をみんなで考え、解決に向

けて行動します。 

 

 

・平成２８年度からモデル

地区（数か所）で実施 

・平成３０年度から市全域

を対象 

[ 実施状況 ] 

平成２８年度から「小地域支え合い支援事業」を市内６か所

モデル地区に選定し、平成３０年度からは、市内２０か所に広

げ事業を実施。 

平成２８年度 上篠座２区、陽明町２丁目区、中丁区、 

       上黒谷区、富嶋区、朝日区   

平成２９年度 上篠座２区、陽明町２丁目区、中丁区、 

       上黒谷区、蕨生区、朝日区   

平成３０年度 明倫５区、春日２丁目東区、南春日野区、 

       上野区、蕨生区、富嶋区、大西出区、 

       上篠座２区、鍬掛区、中津川区、中丁区、 

       横枕区、中荒井町１丁目区、五条方区、 

       朝日区、矢区、新田区、下据区 

[ 到達度合い ] 

 平成３１年２月１５日現在で、市内１８か所で実施しており、

目標としていたものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

実施地域で子どもから高齢者、障害者に至るまで各種行事等

を通して交流が図られ、地域福祉の取り組みの考え方が浸透し

てきている。 

[ 現状・課題 ] 

実施出来ていない地区の福祉委員への啓発が必要である。 

[ 今後の取り組み等 ]   

地域で取り組まれた活動事例を通して、小地域での支え合い

活動につながっているか等内容を検証する一方、広報に努める。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

２ 小地域での助け合 

いシステムの構築 
継続 

 地域での様々な問題を

早期に発見し、住民のネッ

トワークを活かして問題

解決に取り組む身近な地

域での助け合い（ご近助）

システムを構築します。 

 

 

・ご近助拠点づくり推進モ

デル事業の実施（平成２

８年度までのモデル事

業） 

[ 実施状況 ] 

平成２７年度、２８年度に県社協助成事業である「ご近助拠 

点づくり推進モデル事業を受け、「春日野区」で実施してきた。 

 区長を中心に福祉委員、民生児童委員、町内会役員等が日頃 

から各種行事を通して見守り活動に取り組んだ。 

・児童の登下校の見守り 

・高齢者ふれあいサロンの運営 

・一人暮らし高齢者への配食サービス 

・災害時等見守り支援マップづくり 

[ 到達度合い ] 

地域住民の見守りネットワーク等の組織化がより進み、目標

としていたものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

  モデル事業を参考に、福祉委員を中心とした「小地域支え合

い支援事業」につなぐことができた。 

  この活動が評価され、県地域包括支援センター主催の「我が

事・丸ごと」推進セミナーに春日野地区代表者が活動を報告し

た。 

[ 今後の取り組み等 ] 

モデル事業は廃止となるが、この事業の考え方（内容）は継

続して実施していくこととする。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画② 「地区社協、福祉委員会活動の支援」 誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりに欠かせない地区社協と福祉委員会の活動を支援します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３ 地区社協活動の支 

 援 
継続 

 地区社協を地域福祉推

進の基礎組織として位置

づけ、その活動を支援しま

す。 

 

 

 

・担当職員の配置 

・活動経費の助成 

・会長会議による情報交

換、連絡調整等 

[ 実施状況 ] 

運営費や活動費の助成を行うほか、担当職員を配置し、各地区

社協に対して支援を行っている。 

市社協と各地区社協との連携により情報交換や資質向上に向け

た活動ができるよう地区社協会長会議を開催している。 

[ 到達度合い ] 

各地区社協それぞれが地域の特性にあった事業を展開してお

り、市社協とも連携ができており、目標としていたものにほほ到

達。 

 

[ 評価 ] 

各地区において「支え合いや助け合い、見守り活動」等を

展開し取り組んでいる。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

地区の特性を活かし、より自立した活動が継続できるよう

支援していく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

４ 地区福祉委員会活 

動の支援 
継続 

 福祉委員を地域のアン

テナ役、地域のボランティ

アとして位置づけ、地区福

祉委員会の活動を支援し

ます。 

 

 

 

・担当職員の配置 

・活動経費の助成 

・会長会議による情報交

換、連絡調整等 

・福祉委員研修会の実施 

[ 実施状況 ] 

運営費や活動費の助成を行うほか、担当職員を配置し、各地区

福祉委員会に対して支援を行っている。 

市社協と各地区福祉委員会との連携により情報交換や資質向上

に向けた活動ができるよう地区福祉委員会会長会議を開催してい

る。 

[ 到達度合い ] 

各地区福祉委員会それぞれが地域の特性にあった事業を展開し

ており、市社協とも連携ができており、目標としていたものにほ

ぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

各地区において区長、民生児童委員等と連携しながら見守

り活動等に取り組んでいる。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

研修会等の福祉委員の参加率の低く、また区長を始め、地

区内での協力が薄いのが現状である。 

今後は、会長会及び福祉委員会を通して福祉委員への意識

向上を図っていく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

実施計画③ 「地域交流活動の促進」 地域の行事等を通して世代間を超えた住民の交流活動を促進し、支え合いと助け合いのまちづくりを進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

５ 地域における交流 

活動の促進 
継続 

 地域の実情に応じ、住民

のふれあいの場づくりと

して地区社協や地区福祉

委員会による交流会等を

開催します。 

 

 

・イベント等による住民間

の交流 

・世代間交流会の開催 

・子育て世代の交流 

 

[ 実施状況・到達度合い ] 

市社協が主体的に動くことなく、各地区社協及び各地区福祉委

員会で実施していることが見られる。 

[ 評価 ] 

各種行事等を通して地域でのふれあいの輪が広まってい

る。 

[ 課題 ] 

地域の特性を生かして各地区社協等で実施しているが、マ

ンネリ化や地区間の温度差がある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

各地区内の交流活動を分析し、内容について情報共有でき

る場を設けていく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画④ 「地域住民による福祉活動の輪づくり」  自分たちが住んでいる地域の生活・福祉課題の解決に向け、地域の関係者の連携による活動の輪づくりを進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

６ 地域支え合い活動 

の推進 
継続 

 和泉地区において、関係

団体やボランティア、住民

の連携による人と人との

つながりを基本とした地

域支え合い活動を進めま

す。 

 

 

・地域支え合い推進事業の 

 継続 

[ 実施状況 ] 

平成１７年の合併後、和泉地区において地区社協及び福祉委員

会を設置し、地区の関係団体や住民との情報、意見交換会のもと

関係機関や関係者が一体となって福祉のまとづくりに取り組んで

きている。 

[ 到達度合い ] 

地区社協及び福祉委員会が設置され、和泉の地域福祉における

取り組みは計画通り進捗し、目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

地域内での各団体と情報の共有化がなされていて、特に見

守りの必要な人への対応もなされている。 

[ 課題 ] 

市内では高齢化率が一番高い地区であり、今後、支援者の

確保や育成が必要である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

和泉地域の中で、区長、民生児童委員、老人会等各関係機

関がより一層密に連携し、地域課題の掘り起こしと協議の場

を設け、具体的な支援策を検討していく。   

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

７ 福祉の輪づくりの 

推進 
継続 

 小地域における地域福

祉活動の活性化に向けて、

区長、民生児童委員、福祉

委員等の連携の輪づくり

を進めます。 

 

・地域懇談会等の開催 

・情報交換の場づくり 

[ 実施状況 ] 

各地区社協、各地区福祉委員会で情報交換や懇談会の場を設定

し促進している。 

[ 到達度合い ] 

計画通り進捗し、目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

各地区において各種団体が連携しながら実施できている。 

[ 課題 ] 

地区間での取り組みに対する温度差がある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

各地区社協や各地区福祉委員会の情報交換会等で、市内の

活動を知る場を設け、各地域での温度差を埋めていくことと

する。 

  

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

基本計画２ 参加と交流を育む環境づくりを推進します   

実施計画① 「福祉イベントへの参加と交流によるふれあいの輪づくり」  市民の参加による福祉イベントを通して、市民の福祉意識の高揚とふれあいの輪づくりを進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

８ 福祉ふれあいまつ 

りの開催 
継続 

 市民のふれあいの輪づ

くりと福祉意識の向上を

目指して、市民の参加と交

流を進める「福祉ふれあい

まつり」を開催します。 

 

 

・６月第１土曜日の定例開

催 

 

[ 実施状況 ] 

例年６月第１土曜日に開催。毎年度、実行委員会を

組織し、約４０００人の市民の参加がある。 

[ 到達度合い ] 

毎年６月第１土曜日開催として市民の意識が定着し

ているものと感じられ、目標としていたものにほぼ到

達。 

[ 評価 ] 

市民の福祉ふれあいまつりという意識が定着している。 

[ 課題 ] 

企画内容のマンネリ化と個人ボランティアの参画の低さが課題であ

る。 

[ 課題に対しての対策 ]   

個人ボランティアを対象に、まつりを支えるスタッフを増員し、また

ボランティア団体と連携していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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９ 社会福祉大会の開 

  催 
継続 

 市民が一堂に会する「社

会福祉大会」を開催し、福

祉のまちづくりへの意識

の高揚を図ります。 

 

 

 

・９月第４土曜日の定例開

催 

[ 実施状況 ] 

例年９月第４土曜日に開催し、福祉活動功労者を表

彰する式典と記念講演を行い、毎年約３００人の市民

の参加がある。 

[ 到達度合い ] 

９月第４土曜日開催として市民の意識が定着してい

るものと感じられ、目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

社会福祉大会を通して市民の福祉意識の高揚に繋がっている。 

[ 課題 ] 

社会福祉功労表彰にあたり、被表彰候補者の推薦される地域が偏るこ

となく、市全域から推薦されるよう各団体に推薦依頼をする必要がある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

各地区社協、福祉委員会などの関係団体を活用する一方、多くの市民

参加への方策を探っていく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

実施計画② 「福祉教育の推進」  小・中学校での福祉体験学習や一般向け福祉講座等を通して、市民の福祉への理解やボランティア意識の高揚を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１０ 福祉教育・福祉 

啓発の推進 
継続 

 多くの市民の福祉やボ

ランティア活動への理解

を深めるため、福祉教育や

福祉啓発活動を進めます。 

 

 

・福祉協力校で福祉体験学

習の実施 

・一般市民向け福祉講座等

の開催 

・社協だより、ホームペー

ジ等での情報の発信 

[ 実施状況 ] 

毎年、小中学校で福祉体験（車椅子、アイマスク、高

齢者擬似、手話、点字体験等）を開催し、児童及び生徒

の福祉意識を高めている。 

 [ 到達度合い ] 

小・中学校での福祉教育はほぼ到達しているが、一般

向け福祉講座については実施できていないのが現状で

ある。 

[ 評価 ] 

各小中学校との連携で恒常的に福祉体験教室を実施しており、児童

及び生徒の福祉意識は向上している。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

他の事業とタイアップして、一般市民向け福祉講座を実施できるよ

う進めていく。 

また、社協だより及びホームページを活用し、タイムリーな情報発

信に努めていく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

基本計画３ 地域支え合いの担い手を育成します   

実施計画① 「ボランティアの育成と活動支援」  ボランティアの発掘に向けた取り組みを行い、その育成を図るほか、ボランティア活動を支援し、底辺の拡大を目指します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１１ ボランティアの 

育成と活動支援 
継続 

 ボランティアの底上げ

を図るため、ボランティア

入門講座や研修会等を開

催し、人材の育成と活動の

支援を進めます。 

 

 

・ボランティア入門講座の開 

 催 

・ボランティア研修会等の開 

 催 

・ボランティア活動ネットワ

ークによる交流と情報発信 

・リアルタイムな情報の発信 

[ 実施状況 ] 

ボランティア入門講座、フォローアップ講座を開催し、ボ

ランティア登録者増に努めている。 

また、市内のボランティアグループで構成しているボラン

ティア活動ネットワークの交流会や研修会を実施。  

[ 到達度合い ] 

ボランティアグループ育成や連携が図られているものの、

個人ボランティアの登録・育成までいっていない。 

 

[ 評価 ] 

毎年、各種ボランティア講座を開催し、ボランティア育成に

取り組んできた。 

[ 課題 ] 

各講座の受講後にボランティア活動を支援するフォローアッ

プ等が必要である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

気軽に参加、体験できるようなプログラムを研究していく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画② 「ボランティアセンターの機能と広報の強化」ボランティア活動やボランティア情報の交換・提供等の場となるボランティアセンターの機能の拡充と広報の強化を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１２ ボランティアセ 

ンターの機能と

広報の強化 

継続 

 ボランティアセンター

の機能拡充と広報の強化

を図り、ボランティアの総

合的な支援を進めます。 

 

 

・ボランティア情報の提供 

・ボランティアの相談と登 

 録 

・ボランティアの需給調整 

・ボランティアの交流促進 

・ボランティアセンターの広

報 

[ 実施状況 ] 

 ボランティアの拠点となるボランセンターを各ボランテ

ィア団体と連携しながら管理体制を敷いている。 

また、社協だよりやホームページを活用し、ボランティア

紹介冊子の作成などで、情報提供を行っている。 

平成２８年度 登録数 個人 482 人、29 団体 1,723 人 

 平成２９年度  〃  個人 417 人、29 団体 1,722 人 

 平成３０年度  〃  個人 440 人、32 団体 1,761 人 

 [ 到達度合い ] 

ボランティアマッチングがあまり機能しておらず、広報活

動等の強化が必要である。 

[ 評価 ] 

ボランティア活動ネットワークとの連携が取れている。 

[ 課題 ]  

ボランティアマッチングの要請も少なく、マッチングできる

個人ボランティア数が少ない。 

[ 課題に対しての対策 ]   

ボランティア講座の場や社協だよりやホームページを活用

し、ボランティアセンターの活用等について周知徹底していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

実施計画③ 「災害ボランティアの連携と活動強化」 災害ボランティアセンター連絡協議会を構成する団体間における平常時の連携と協力体制を確立し、災害時の迅速な対応に結びつけます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１３ 発災に即応した 

   災害ボランティ 

  ア活動の推進 

継続 

災害時のボランティア

活動を円滑に進めるため、

平常時において関係団体

等の連携と協力体制の強

化に努めます。 

 

・災害ボランティアセンター

連絡協議会による体制づく

り 

・災害ボランティア研修会の

開催 

・大野市総合防災訓練への参 

 加 

[ 実施状況 ] 

定期的に災害ボランティア連絡協議会を開催し、平常時の

活動として防災訓練への参加や研修会を実施している。 

[ 到達度合い ] 

ボランティア団体等との連携は取れており、目標としてい

たものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

毎年、防災訓練や研修会を実施することにより防災意識が向

上している。 

[ 課題 ] 

大野市の災害マニュアルが委員（協力団体）に浸透している

かが課題である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

 災害マニュアルを検証し、委員（協力団体）に徹底して認識

させる。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

基本計画４ 共同募金を活用し、じぶんの町を良くします   

実施計画① 「共同募金配分金を活用した福祉のまちづくり」   赤い羽根共同募金運動への積極的な参加を図るほか、その配分金を有効に活用した福祉のまちづくりを進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１４ 配分金を活用し 

た福祉のまちづ 

くりの推進 

継続 

 共同募金運動に協力し、

地域の実情に即した多彩

な地域福祉活動にその配

分金を効果的かつ効率的

に活用します。 

 

・共同募金運動への参加 

・配分金活用事業の実施成果

の検証 

[ 実施状況 ] 

共同募金に対する市民の理解を深めながら、募金活動に努

めて、配分金を地域福祉の推進に有効に活用している。 

[ 到達度合い ] 

目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

配分金を効果的かつ効率的に活用できている。 

[ 課題 ] 

配分金の使徒について説明（広報）が弱い。 

[ 課題に対しての対策 ]   

社協だよりやホームページを活用し、共同募金の見える化を

図り、配分金の使徒については市民に周知していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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【福祉サービス利用支援部門】 

基本目標２ 生き活きと暮らすことができる環境づくり 

基本計画５ 質の高い福祉サービスの提供に努めます   

実施計画① 「介護機器貸出サービスの充実」  在宅での自立した生活を支援するとともに、家族介護者等の負担の軽減を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１５ 介護機器の無料 

貸出支援 
継続 

 介護保険認定外の高齢

者や障害者のほか、一時的

に使用を希望する市民に

対し、介護機器を無料で貸

し出します。 

 

 

・車椅子、ベッドの無料貸

出サービスの実施 

[ 実施状況 ] 

平成２８年度 ベッド１５台、車椅子１４７台を貸出 

平成２９年度 ベッド２０台、車椅子１２０台を貸出 

平成３０年度 ベッド１３台、車椅子１２８台を貸出 

（平成３１年１月１日現在） 

[ 到達度合い ] 

目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

貸出需要に対応できている。 

[ 課題 ] 

長期貸出の場合、返却時に老朽化や故障のため使用できな

いときがある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

使用上の注意など利用にあたっての心構えを貸出時に十

分な説明をする。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

実施計画② 「総合福祉相談の強化」  市民の心配ごとや生活上の様々な問題について、気軽に相談できる窓口を設けることにより解決の一助とし、安心のある暮らしづくりを支援します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１６ 心配ごと相談、 

無料法律相談等 

の実施 

継続 

 専門的なことから身近

なことに至るまで、市民の

日常生活の中での心配ご

とや悩みごとの相談に応

じ、適切な助言、援助を行

います。 

・定期的な心配ごと相談の

実施 

・定期的な無料法律相談の

実施 

・社協窓口での福祉相談の

実施 

[ 実施状況 ] 

毎月第２・４木曜日、相談員（２名）による心配ごと相談を実施。 

 平成２８年度 ２０件 

 平成２９年度 １１件 

 平成３０年度  ８件（平成３１年１月２４日現在） 

毎週第２・４木曜日、弁護士による無料法律相談を実施。 

 平成２８年度 １２８件 

 平成２９年度 １１１件 

 平成３０年度  ８７件（平成３１年１月２４日現在） 

[ 到達度合い ] 

市民生活の支援に繋がっており、目標としていたものにほぼ到

達。 

 

[ 評価 ] 

心配ごと相談の件数が少ないのが現状である。 

[ 課題 ] 

心配ごと相談員の高齢化が課題である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

 心配ごと相談を、より市民に役立つ相談となるよう継続し

実施していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

 

 

 



9 
 

実施計画③ 「生活困窮者の自立支援」  生活困窮者の早期把握や見守り等小地域ネットワークを活用した支援策を行い、関係機関と連携のもと自立へと結びつけます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１７ 生活困窮者支 

援の推進 
継続 

 小地域ネットワークを

活かし、関係機関と連携し

ながら包括的な自立支援

に結びつけます。 

 

 

 

 

・地域での生活困窮者の早

期発見と見守り活動 

・関係機関との情報共有と

連携 

[ 実施状況 ] 

大野市自立相談支援センターや行政と連携を密にし、また、各地区

社協及び各地区福祉委員会等の関係団体から情報収集に努めている。 

[ 到達度合い ] 

社協のネットワークを活かし、各関係機関との連携により、適切に

対応に努めているが、社協が窓口としての機能は果たされていない。 

 

[ 評価 ] 

 社協のネットワークを活かし、大野市自立相談支援セ

ンター等の関係機関につないでいる。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

生活困窮者の支援については、大野市自立相談支援セ

ンターを中心に行われており、社協として生活困窮者の

支援がおろそかになっている。 

今後は、社協ができることを検証し、関係機関と連携

しながら取り組んでいく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

１８ 生活福祉資金 

の貸付 
継続 

 生活困窮者に一時的な

資金を無利子で貸し付け

ることにより、生活意欲の

助長促進を図ります。 

 

・生活福祉資金貸付事業の

継続 

[ 実施状況 ] 

大野市自立相談支援センターや行政と連携し、制度の枠内で貸付を

実施している。 

平成２８年度 県社協の貸付７件、市社協の貸付６件 

平成２９年度 県社協の貸付２件、市社協の貸付５件 

平成３０年度 県社協の貸付３件、市社協の貸付１４件 

（平成３１年１月１日現在） 

[ 到達度合い ] 

各関係機関との連携により目標としていたものにほぼ到達。 

 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

現在、本協議会は３万円を限度に貸付をおこなってい

るが、本人の生活の自立とまでいっていない。 

利用者に対して、福祉資金貸付の目的を理解してもら

いながら、自立の意識をもたせるように説明をしていく。 

また、この資金の意義を再点検し、他の寄付制度と合

わせて事業の整理を考えていく必要がある。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

基本計画６ 利用者のニーズに応じた相談と支援を推進します   

実施計画① 「障害者の自立と社会参加の支援」  障害者のニーズに応じた施策を実施することにより、自立と社会参加の促進を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

１９ 障害者の自立と 

社会参加の促進 
継続 

 音訳、点字、手話、要約

筆記等のボランティアを

養成するほか、社会参加イ

ベント等を通して、障害者

の自立と社会参加を支援

します。 

 

 

 

・各ボランティア養成講座

の開催 

・点字、声の広報紙発行 

・社会参加イベントの開催 

[ 実施状況 ] 

障害者支援のために、手話奉仕員、点字奉仕員、要約筆記者

等を育成する養成講座を実施している。 

また、ボランティア団体による点字、声の広報を実施して市

内の視力障害者に対して支援している。 

その他、障害者の社会参加を促進するために障害者対象のイ

ベント（スポーツ体験等）を実施している。 

[ 到達度合い ] 

目標としていたものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

平成３０年度に開催した福井国体の聴覚障害者バレーボール

大会に向けて手話奉仕員を養成することができた。 

 [ 課題 ] 

各ボランティア養成講座修了者全員のボランティア団体への

登録が少ない。 

[ 課題に対しての対策 ]   

ボランティア養成講座修了後に受講生に対してのフォローア

ップをしていく。 

さらに社協だよりやホームページを活用しボランティア活動

の見える化を図っていく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画② 「福祉サービスの利用援助」  判断能力が不十分な人たちが地域で自立した生活を送ることができるよう福祉サービス利用援助等の支援を行います。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

２０ 判断能力が不十 

分な者の日常生 

活の自立支援 

継続 

 認知症高齢者や知的・精

神障害者等判断能力が不

十分な方を対象に、自立し

た日常生活が送れるよう

に支援を行い、対象者の権

利擁護を図ります。 

 

 

 

・福祉サービスの利用に関

する援助 

・日常的金銭管理 

・預貯金通帳等の証書類の

預り 

・生活支援員の配置 

[ 実施状況 ] 

 近年の利用者数は４０人前後であり、日常的金銭管理等の支

援を行っている。 

サービス利用者 

平成２８年度 ３９人（高齢１２、知的１８、精神９） 

平成２９年度 ４１人（高齢１３、知的１９、精神９） 

平成３０年度 ３６人（高齢１３、知的１６、精神７） 

（平成３１年１月１日現在） 

[ 到達度合い ] 

順次、利用希望者と契約締結しており、目標としていたもの

にほぼ到達。 

 

 

 

[ 評価 ] 

福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理等の本サービス以

外の生活全般の相談も多く、専門員及び生活支援員による適切

な支援等が評価される。 

[ 課題 ] 

現利用者の判断能力の低下に伴う成年後見制度利用への対応

が課題である。 

また生活支援員の高齢化に伴う新たな生活支援員の発掘、育

成が必要である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

契約は県社協と利用者との三者であり、困難な案件は県社協

に諮る等連携を深める。 

社協だよりやホームページを活用し、事業の周知等から新た

な人材の発掘を図る。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

実施計画③ 「法人成年後見への取り組み」  社協の持つ資源とノウハウを活かし、地域における公益的な活動として法人成年後見制度の取り組みを進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

２１ 法人成年後見へ 

の取り組み 
新規 

 認知症、知的障害・精神

障害などにより物事を判

断する能力に欠けている

方等の権利を守る成年後

見について法人としての

取り組みを進めます。 

 

 

 

・他市町社協での実施情報

の収集と調査・研究 

・法人成年後見制度実施に

向けての検討 

[ 実施状況 ] 

平成２８年度 滋賀県長浜市社協視察 

平成２９年度 上伊那市社協視察 

        各事業所のニーズ調査 

平成３０年度 法人成年立ち上げ準備委員会の設置 

        第１回委員会  ７月１３日 

        第２回委員会 １１月 ６日 

        第３回委員会  ２月 ７日 

[ 到達度合い ] 

立ち上げ準備委員会による協議を重ね、平成３１年３月３１

日の立ち上げが決定し、計画に掲げた目標以上の水準に到達。 

 

[ 評価 ] 

各事業所からのニーズ調査の結果を踏まえ、法人成年後見立

ち上げ準備委員会を開催し、事業の準備が概ね出来ている。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

法人後見のあり方を行政等と確認し合いながら、家庭裁判所

等とも連携し、法人後見センターを立ち上げ、着実な事業推進

を図っていく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画④ 「障害者の相談支援と福祉サービス利用計画支援」 障害者のニーズに応じた福祉サービスの利用計画やその適切な利用の援助等を行い、在宅での自立した日常生活を支援します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

２２ 相談等による障 

害者の自立支援 
継続 

 障害者の福祉に関する

様々な問題について相談

に応じ、必要な情報の提供

や障害福祉サービスの利

用支援等を行います。 

 

 

 

 

・相談支援専門員の配置 

・福祉サービスの利用援助 

・生活力を高めるための支援 

・ピアカウンセリングの実施 

・関係機関等との連携 

[ 実施状況 ] 

利用者又はその家族からの相談に応じ、利用者が自立し

た日常生活及び社会生活を送ることができるように支援し

ている。 

[ 到達度合い ] 

社会生活能力向上訓練の実施やピアサロンいちご会の開

催により、自己理解（特性理解）を深めることでステップ

アップするきっかけにとなり、サービス利用や一般就労に

つながっている等、目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

関係機関やサービス提供事業所、計画相談事業所等と連携を図

りながら、利用者の地域生活を支える支援ができている。 

[ 課題 ] 

発達障害または発達障害疑いの相談が増加しており、本人や家

族の障害受容・特性理解のための支援、就労支援に非常に時間が

かかっている。 

[ 課題に対しての対策 ]   

関係機関などや大野市福祉事務所や福井県総合福祉相談所と

密な連携をさらに図り、役割分担しながら支援していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

２３ 障害福祉サービ 

ス等の利用計画 

作成支援 

継続 

 障害者の自立した生活

を支え、抱える課題の解決

や適切なサービス利用に

向けて、ケアマネジメント

によりきめ細かく支援し

ます。 

 

・サービス等に関する情報提

供、助言及び連絡調整 

・サービス等利用計画の作成 

・サービス等利用計画の見直

し（モニタリング） 

[ 実施状況 ] 

都度、障害者の希望や生活状況に合わせて障害福祉サー

ビス利用計画支援を実施している。 

[ 到達度合い ] 

利用者本位を基本に本人及び家族と相談しながら計画的

に実施しており、目標としていたものにほぼ到達。 

 

 

[ 評価 ] 

利用者のニーズに対し、関係機関と連携し、迅速な対応に努め

ている。 

[ 課題 ] 

業務の一端が他機関に依頼することがあり、関係機関との連携

が重要である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

障害者の特質に対応するために研修会等を通して職員の資質

向上に努める。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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【在宅福祉サービス部門】 

基本目標３ 一人ひとりの思いに寄り添う支援体制づくり 

基本計画７ 在宅福祉サービスによる介護予防を推進します   

実施計画① 「高齢者の日常生活の支援」   高齢者の状況に応じた日常生活の支援を行い、在宅での自立生活の助長と健康の増進を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

２４ 高齢者の見守り 

支援 
継続 

 民生児童委員や福祉委

員が主体となり、配食サー

ビスを行うことにより、一

人暮らしや二人暮らしの

高齢者等の見守り支援を

行います。 

 

 

 

 

・一人暮らし高齢者配食サ

ービス 

・まごころ訪問サービス 

・一人暮らし高齢者のつど

い「かたらいの会」の開

催 

[ 実施状況 ] 

 一人暮らし及びまごころ訪問の配食サービスは、地域の

高齢者の見守りを主目的として調理ボランティアや民生児

童委員、福祉委員の協力により実施している。 

一人暮らし高齢者配食サービス利用者 

平成２８年度 ５４人 

平成２９年度 ５１人 

平成３０年度 ４３人 

まごころ訪問配食サービス利用者    

平成２８年度 一人暮らし５４人 二人暮らし６９人 

平成２９年度   〃  ５６人   〃  ５１人 

平成３０年度   〃  ５６人   〃  ３９人 

[ 到達度合い ] 

 目標としていたものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

全体的に配食数が減少しているが、新規の希望者もあり、ボラン

ティア、民生児童委員、福祉委員、業者の協力のもと実施できてい

る。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

調理ボランティア及び配食ボランティアが長く活動してもらうた

めにサービス内容を検討し、ボランティアの確保等に努めていく。 

また、この二つの配食サービスは、事業が分かれているため同様

の目的を持つものとして統合を図っていく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

２５ 在宅介護支援セ 

ンターの適正な 

運営 

継続 

 担当地区（陽明・和泉中

学校区）における要援護高

齢者やその家族に対し、在

宅介護等に関する相談や

助言等を行うほか、関係機

関との連携により在宅福

祉の向上を図ります。 

 

・要援護高齢者等の実態把

握 

・在宅介護の相談、助言 

・地域包括支援センター等

関係機関との連絡調整 

[ 実施状況 ] 

地域の高齢者から介護等に関する総合的な相談に応じ、

他機関と連絡調整を行っている。 

[ 到達度合い ] 

各関係機関との連絡調整の体制づくり、連携はとれてお

り、目標としていたものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

電話や訪問による相談対応により各関係機関へとつなげている。 

[ 課題 ] 

周囲が心配し、サービスが必要でないかと思われても個人情報の

壁により拒否される場合がある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

地域住民による見守りを依頼し、変化があれば相談を受けるなど、

情報収集に努める。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

２６ 生活支援型ホー 

ムヘルパー派遣 

による安否確認 

と相談支援 

継続 

 虚弱な高齢者宅へホー

ムヘルパーを派遣し、巡回

相談を行うことにより、在

宅での自立生活を支援し

ます。 

 

 

 

 

・６５歳以上の独居、虚弱

な高齢者への見守り支

援 

・週１回の巡回訪問 

[ 実施状況 ]  

市の受託事業として、本人や家族からの申請を受けて実

施している。 

利用者数 

平成２８年度 ２７人 

  平成２９年度 ２４人 

  平成３０年度 ２８人 

[ 到達度合い ] 

現在の状況としては、利用者数はピーク時の半数となっ

ており、増にはつながっていない。 

[ 評価 ] 

利用者本人の問いかけに応じた適切なアドバイスや情報提供を行

うことができている。 

[ 課題 ] 

高齢者の人数は増加傾向にあるが、虚弱等により支援が必要な高

齢者の利用者増には繋がっていない。 

[ 課題に対しての対策 ]   

制度の周知を徹底していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画② 「高齢者の介護予防の推進」  高齢者相互のふれあいや交流活動を通して、自立生活の支援を行い、介護予防を進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

２７ 介護予防教室の 

開催 
継続 

 高齢者相互のふれあい

を通して、生きがいと社会

参加を促進し、自立生活の

支援と会議予防を図りま

す。 

 

 

 

 

・ふれあいサロンの開催

（１年あたり数か所） 

・未設置サロンの立上げ支

援 

・自主運営サロンの支援 

[ 実施状況 ] 

毎年、２、３地区でサロンを実施しており、４年目以降

は自主サロンとして運営できるよう支援している。 

平成２８年度 陽向サロン、川合サロン、美里サロン 

平成２９年度 川合サロン、美里サロン、若里サロン 

平成３０年度 美里サロン、若里サロン 

[ 到達度合い ] 

平成３０年度は新規サロンの立上げができず、２か所で

の実施となっている。 

[ 評価 ] 

代表者を中心に活動に取り組んでおり、参加者の居場所づくりの

一役をかっている。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

参加者が固定されることが多く、新規の利用者が入ってこないの

が現状であり、サロンの周知を徹底していく。 

また自主サロンについては、必要に応じて支援していく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

２８ お出かけほっと 

サロンによる介 

護予防の推進 

継続 

 市内の温浴施設におい

て、高齢者の交流活動を促

進し、介護予防や健康づく

りを推進します。 

 

 

 

 

・一団体あたり年１０回の

実施 

・介護予防教室の開催 

[ 実施状況 ] 

市内４温浴施設でお出かけほっとサロンを実施してい

る。 

平成２８年度 １６６回 ５，３４３人 

平成２９年度 １６０回 ４，６２７人 

平成３０年度 １１７回 ３，７１１人 

            （平成３１年１月１日現在） 

 [ 到達度合い ] 

介護予防や閉じこもり予防につながっており毎回楽しみ

にしている利用者も多く、目標としていたものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

高齢者等の交流活動を促進し、介護予防や閉じこもり予防及び健

康づくりの推進に繋がっている。 

[ 課題 ]  

老人クラブ会員の減少により参加者が伸び悩んでおりマンネリ化

が懸念される。 

[ 課題に対しての対策 ]   

他グループと合同で利用する交流会を実施する等、利用者への周

知を図っていく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

２９ 家族介護教室の 

開催 
継続 

 在宅の家族介護者に対

して、介護方法や介護予

防、要介護者の健康づくり

等の教室を開催し、高齢者

の在宅生活の継続を促進

します。 

 

 

・在宅介護支援センター事

業として開催 

[ 実施状況 ] 

陽明区は年３回、和泉地区は年１回実施している。 

平成２８年度 健康体操、認知症講座、介護相談等 

平成２９年度 家庭での応急手当、福祉用具活用等 

平成３０年度 寸劇、講演会等 

[ 到達度合い ] 

目標としていたものにほぼ到達。 

 

 

[ 評価 ] 

参加者同士が顔見知りになり、お互いの悩みや意見などを話す機

会となり楽しみにされている参加者も多く見られ、事業実施の効果

大。 

[ 課題 ] 

参加者が増えるよう、周知方法の健闘や、実施内容の見直しが必

要である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

参加者がどのような事を学び、知りたいのかをアンケート調査を

実施し、実態把握する。 

また、この事業を多くの人に知ってもらえるよう周知を徹底して

いく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画③ 「住民主体の地域包括ケアシステムの構築」 「住民主体」による生活支援等サービス提供体制を構築し、在宅の高齢者を支える地域の支え合いの体制づくりを進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３０ 多様な主体によ 

る生活支援・介 

護予防サービス 

の充実 

新規 

 生活支援の担い手の養

成やそのネットワーク化

等を行い、多様な主体によ

る高齢者を支える地域の

支え合いづくりを進めま

す。 

 

 

 

 

・生活支援体制整備事業の

実施 

・生活支援コーディネータ

ー（地域支え合い推進

員）の配置 

・〈仮称〉支え合いの地域

づくり連絡協議会（協議

体）の設置 

[ 実施状況 ] 

平成２８年度からスタートした市受託事業である「生活支援

体制整備事業」を実施している。 

  多様な主体で構成する第１層協議体を設置し、在宅高齢者の

生活課題等について協議してきた。 

①第１層生活支援コーディネーターを設置 

 ・高齢者の生活を支える社会資源を調査 

 ・第２層生活支援コーディネーターとの連携 

②第１層協議体の設置及び運営 

 ・課題ごとに意見交換会の実施 

 ・高齢宅を訪問し、高齢者生活実態調査の実施 

 ・高齢者の生活を支える情報誌「結ねっと」を作成し、関係

機関等へ説明及び配布 

 [ 到達度合い ] 

 地域住民、ボランティア、専門機関、行政の多様な主体によ

る協議体が組織化され、目標としていたものほぼ到達。 

[ 評価 ] 

 協議する中での意見から社会資源情報誌「結ねっと」を作成

することができた。 

 協議体で会議を積み重ね、地域の課題等が見えるようなった。 

[ 課題 ] 

 ・着地点がなかなか見つけられない会議であるため、年度ご

とに目標（テーマ）を設けて協議していく必要がる。 

 ・協議体メンバーの意識改革が必要であり、行政（社協）主

導から住民主体の協議体にならなくてはいけない。 

・結ねっとの中身の継続更新が必要である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

 ・正副委員長、行政、社協でそれぞれ再度役割を確認し、協

議体メンバー主体の会議にしていく。 

 ・第１層と第２層の生活支援コーディネーターの定例連絡会

等を利用し、密な関係を築き、互いにサポートする。 

・年１回程度、事業所への調査を実施し、結ねっとの中身を

更新していく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

基本計画８ 障害福祉サービスの拡充を図ります   

実施計画① 「障害児の放課後等の居場所づくり」  障害児が生活能力向上のために必要な支援を行い、社会との交流を図ることができるよう適切かつ効果的な指導等を実施します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３１ 放課後等デイサ 

ービスの実施 
継続 

 放課後や長期休暇中に

おいて障害児の居場所づ

くりを行うことにより、生

活能力の向上を図り、自立

を促進します。 

 

 

 

 

・本人の希望を踏まえたサ

ービスの提供 

・学校との連携による支援 

[ 実施状況 ] 

放課後や長期休暇に日常生活に必要な能力の向上のための訓

練、余暇の提供その他必要な支援を行っている。 

また、平成２９年４月から土曜日のサービス提供を開始して

いる。 

平成２８年度 登録者２５人（平成２８年４月１日現在） 

平成２９年度 登録者２９人（平成２９年４月１日現在） 

平成３０年度 登録者２６人（平成３０年４月１日現在） 

[ 到達度合い ] 

学校や関係機関と連携することで、より利用者の状況が把握

できるようになり、状況に合わせた支援の提供が可能となって

いる。 

また、土曜日の稼働により、利用者のニーズにも対応してお

り、目標としていたものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

利用者のニーズを把握し、早期の対応、支援に繋げている。 

また、関係機関と支援のあり方を検討し、事業所ごとの棲み分

けの方向性が見えてきた。 

[ 課題 ] 

利用者の成長と障害特性に合わせた支援の提供が求められる

ようになり、職員の資質向上に努める必要がある。 

長期休暇の利用希望が定員超過となっており、要望に応えら

れない場合がある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

障害特性を理解するために職員研修を開催し、研鑽を積んで

いく。 

より関係機関と連携を密にし、保護者の理解を得ながらサー

ビス移行に繋げる支援を行う。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画② 「障害者の日常生活の支援」  障害者の状況に応じた日常生活の支援サービスを提供し、自立の促進を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３２ 訪問介護サービ 

スによる日常生 

活支援 

継続 

 障害者の多様なニーズ

に応じて、適切なサービス

を提供し、在宅生活を支援

します。 

 

 

 

 

・身体介護、家事援助 

・同行援護、行動援護によ

る外出支援 

[ 実施状況 ]  

・家事支援、身体介護、通院介助、重度訪問介護 

・視力障害者への外出介護（同行援護）  

・知的障害者等への移動支援（行動援護） 

・地域生活支援給付での移動支援 

 平成２８年度 ２４人 

 平成２９年度 ２６人 

 平成３０年度 ２７人（平成３０年１月１日現在）  

 [ 到達度合い ] 

目標としていたものにほぼ到達。 

  

[ 評価 ] 

移動支援等、外出に関わる支援は要望に応じての対応であり頻

度は不定期ながら需要は多く「支援を受けられる」ことへの知名

度は上がっている。 

  利用者のニーズ（生きがい活動等）に沿った幅広い支援ができ

るようになっていることから、外出支援への要望が多くなった。 

[ 課題 ] 

外出支援について、不定期ながら 1 回の利用時間帯が長い時も

あり、移動時の安全対策や配慮が求められる。 

[ 課題に対しての対策 ]   

事前調査を怠らず、本人の状態把握も含め、関係機関とのより

良い連携を図る。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

 

基本計画９ 介護保険サービスの拡充を図ります   

実施計画① 「利用者本位のサービスの提供」  高齢者一人ひとりの個性を尊重し、利用者の立場に立ったサービスを提供します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３３ 適切な介護保険 

サービスの提供 

とその充実 

継続 

 高齢者が在宅において

自立した日常生活を営む

ことができるように、介護

相談や関係機関との連携

調整を図り、個々のニーズ

に応じた利用者本位のサ

ービスの提供とその充実

に努めます。 

 

 

・居宅介護支援の実施 

・訪問介護の実施 

・通所介護（天神デイサー

ビス）の実施 

・通所介護（和泉デイサー

ビス）の実施 

[ 実施状況 ] 

①居宅介護支援事業 

公的医療保険制度、障害福祉制度、市区町村の高齢者福祉サー

ビス等の社会的資源と協働し、ケースごとに支援方法や解決策を

検討・提案している。 

②訪問介護事業 

訪問による状況を踏まえて、各機関と連携のとれた支援を行っ

ている。  

③和泉デイサービス事業 

支援計画に沿い、利用者一人ひとりの人格を尊重しながら心身

の状態を的確に把握し、必要なサービスを提供している。 

④天神デイサービス事業 

支援計画のもと、各関係機関との連携を図り介護計画書を作成

し支援を行っている。年に一度利用者及び家族を対象としたアン

ケートを実施し、その意見に基づき改善を行うことにより満足度

の向上に努めている。 

[ 到達度合い ] 

①居宅介護支援事業 

関係機関と連携していく事、既存の資源をうまく活用する事で、

利用者の在宅生活を支えている。 

[ 評価 ] 

①居宅介護支援事業 

介護サービスだけでなく、地域の保健・医療サービス等の

社会的資源と連携し、利用者一人ひとりがもつ問題の解決方

法を見出し「その人らしい暮らし」を選択していけるような

支援を目指している。 

②訪問介護事業 

身体介護は増えていないが、利用者のニーズに沿った支援に

努めている。 

③和泉デイサービス事業 

利用者のニーズに沿った支援を行うことができている。 

④天神デイサービス事業 

支援計画に基づいて、職員間での情報を共有することにより

利用者個々の要望に応じた支援を安全に提供することが出来て

いる。 

[ 課題 ] 

①居宅介護支援事業 

既存の社会資源のみでは、十分な援助とならないケースが

増えている。 

②訪問介護事業 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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   しかし、独特の地域特性や個別性があり、提案が反映し難いケ

ースもある。 

②訪問介護事業 

介護の度合いは軽い方が多く、家事支援への要望が多い。 

③和泉デイサービス事業 

小規模通所型事業所（定員１５名）から地域密着型事業所（定

員１８名）に変更し、H３０年度前期末までは利用増につながって

いた。今季後半は、利用者が減少してきている。 

④天神デイサービス事業 

利用者個々の状態を毎月一度ミーティングの場で情報共有を行

い、要望に沿った支援の提供に努めている。 

 

全事業を通して利用者本位のサービス提供はほぼできている。 

家族間の介護への関わりに変化が見られる。 

在宅支援において、特に頻回な身体介護を必要とされる方は、

訪問看護の頻度が多くなり、また介護者の負担軽減としたショ

ートステイの利用、入院・入所が対応処置となる事が多い。 

③和泉デイサービス事業 

新たな利用者の発見につなげる。 

④天神デイサービス 

家族や関係機関より情報が得られるよう信頼関係を築くとと

もに、職員一人ひとりのスキルと意識の底上げを図り、更に高

いレベルでのサービス提供を行う。 

[ 課題に対しての対策 ]  

①居宅介護支援事業 

地域福祉グループと連携し、地域の体制整備の実務を行う

中で、地域に不足している機能などを提示していく。 

②訪問介護事業 

他機関と連携された支援内容を確立していく。 

各自の病状等、状況に応じた知識の共有と研鑽を積んでいく。 

③和泉デイサービス事業 

医療・福祉の連携により情報共有し新たな利用者の獲得、

また地域密着型推進会議を通じて利用拡大につなげる。 

④天神デイサービス事業 

改善事例の共有を行うことで、組織全体のレベルアップを図

り、情報を共有する事で要望に応じた支援を提供する。 

   

 

実施計画② 「経営の安定化」  利用者が安心してサービスを受けられるように、提供するサービスの質の向上を図るとともに、経営の安定化に努めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３４ 人材の育成・確 

保と効率的な事 

業経営 

継続 

 介護専門職として資質

の向上を図るとともに、利

用者の多様なニーズに応

えることのできる体制を

整え、継続的な利用と利用

者増を図り、効率的な事業

経営に努めます。 

 

 

 

・利用者の安定的な確保 

・事業経費の縮減 

・人員配置の効率化 

[ 実施状況 ] 

天神デイ（定員２５名）、和泉デイ（定員１８名）、ヘルパー利

用増を図るため、医療との連携、各居宅介護支援事業所等に空き

状況の情報を伝え利用者の確保をしている。 

加算要件を満たす人員配置を行い、収入増に取り組んでいる。 

①居宅介護支援事業  

 平成２８年度（介護、予防、認定調査）１，８８８件  

平成２９年度（介護、予防、認定調査）１，９３３件 

平成３０年度（介護、予防、認定調査）１，４６８件 

                （平成３１年１月１日現在）     

②訪問介護事業          

 平成２８年度 介護６１０件、障害２８７件 

 平成２９年度 介護５７２件、障害３０７件 

 平成３０年度 介護４０５件、障害２４７件 

                 （平成３１年１月１日現在） 

[ 評価 ] 

各グループにおいて収益のばらつきがあり、利用者増にな

かなかつながっていない。目標達成に向けてグループ全体で

取り組んでいる。 

加算要件、人員基準を満たす配置を行っているが、人材不

足になっている。 

[ 課題 ] 

和泉デイの看護職の確保が困難になっている。 

雇用の安定性が継続できない状態であり、天神デイの介護

職においても不足になっており募集が必要になっている。 

[ 課題に対しての対策 ]   

目玉となる特色あるサービスの展開を行い、利用者増を図 

っていく。 

職員同士のコミュケーション、意思疎通が図られ、職場環 

境が整うことで質の高いサービスを提供し、選ばれる事業所

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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③和泉デイサービス事業 

 平成２８年度 １２．２人 

 平成２９年度 １１．６人 

 平成３０年度 １１．１人   （平成３１年１月１日現在） 

④天神デイサービス事業 

平成２８年度 １９．７人 

 平成２９年度  １８．９人 

 平成３０年度 １９．１人   （平成３１年１月１日現在）     

 [ 到達度合い ] 

天神デイ（定員２５名）和泉デイ（定員１８名）で運営してい 

るが、実績状況からみても定員に達することができていない。 

和泉デイにおいては施設整備の老朽化により、修繕費用が増大 

してきている。 

介護職員の定着が難しく、長期的な就労につながっていない。 

を目指していく。 

適正な人員配置を行い、業務の効率化を図って経費削減に 

取り組む。 

 

 

 

実施計画③ 「新しい総合事業への取り組み」 新しい総合事業の趣旨に則り、地域の実情に応じた柔軟な取り組みを行うことにより、要援護者等への効果的かつ効率的なサービス提供を進めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３５ 介護保険制度改 

正に対応した適 

正な事業経営 

新規 

 介護保険制度改正によ

る新しい総合事業への移

行を進め、地域の実情に応

じた取り組みや生活圏域

に密着したサービスの提

供を図ります。 

 

 

 

・和泉デイサービスの地域

密着型通所介護への移

行 

・予防介護サービスの継続

（通所介護・訪問介護） 

[ 実施状況 ] 

①訪問介護事業 

総合支援対象者１４人（旧・予防支援対象者と同等） 

・介護相当サービス支援対象者 １１人 

・サービス A 型支援対象者    ３人 

②和泉デイサービス事業  

地域密着型通所介護の移行については、利用者、家族に大きな

変化を与えることなくスムーズな利用につながっている。 

予防介護サービスから介護相当サービスへ移行しサービスの提

供に努めている。 

③天神デイサービス事業 

支援計画のもと、関係機関との連携を図り介護計画を作成し、

サービスを提供している。残存機能を低下させないよう支援が必

要な部分とそうでない部分とを見極め支援を行っている。 

[ 到達度合い ] 

①訪問介護事業 

サービス A 型には事業対象者（最も軽い状態の判定者）も含まれる。 

また、障害者支援から 65 歳を機に介護保険移行となられた方でも、

状況によってはサービス A を選択されている。 

②和泉デイサービス事業 

 平成２８年４月から地域密着型通所介護に移行し、以前のデイサー

ビスと変わらず介護サービスの提供ができている。 

③天神デイサービス事業 

総合支援開始時に比べ利用人数も増加している。 

[ 評価 ] 

①訪問介護事業 

利用者のニーズに沿った支援を行うことができている。 

②和泉デイサービス事業 

和泉デイサービスセンター運営推進会議を開催し、地域の

代表の方々に運営状況を周知することができている。地区内

に広く周知されボランティアの協力も得られている。 

介護相当サービスの利用者は少ないが定期的に利用はあ

る。 

③天神デイサービス事業 

支援計画に基づいて、職員間での情報を共有することによ

り利用者個々の要望に応じた支援を安全に提供することが

出来ている。残存機能を低下させないように支援している。 

[ 課題 ] 

①訪問介護事業 

総合支援から介護保険への状態の見極めが必要である。 

②和泉デイサービス事業 

 地域密着型・介護相当サービス共に地域住民に理解は得ら

れてきているが、まだ全地域住民までサービスの事が浸透し

ておらず、介護予防の利用者が少ないのが現状である。 

③天神デイサービス事業 

要介護状態になる前に、今ある機能を維持・向上できるよ

うに支援していく。そのためにも職員一人ひとりのスキルと

意識の底上げを図り、更に高いレベルでのサービス提供がで

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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利用者個々の状態を毎月一度ミーティングの場で情報共有を行

い、要望に沿った支援の提供に努めている。 

 

 

 

きる体制をつくる。 

 [ 課題に対しての対策 ]   

①訪問介護事業 

訪問時の状態に応じ、的確な判断助言をする。 

ニーズの変化を見極める。 

②和泉デイサービス事業 

地域の特性上、利用者の確保が難しく、収益に波があるた

め徹底して医療機関等との連携とデイサービスの周知を図

っていく。 

③天神デイサービス事業 

見守るところと介助するところを見極める力を養う。事例

の共有を行うことで、組織全体のレベルアップを図り、要望

に応じた支援を提供する。 
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【法人運営部門】 

基本目標４ 地域に根ざした社会福祉協議会づくり 

基本計画１０ 適正な法人運営体制の確立を図ります   

実施計画① 「組織、運営体制の強化」  適正な法人運営や事業経営を行うとともに社協事業の適切なマネジメントを行うため、組織・運営体制の強化に努めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３６ 適正な法人運営 

ができる組織・ 

運営体制の強化 

継続 

 より効果的で効率的に

社協事業を遂行するため、

内部組織・運営体制を強化

するほか、研修等を通して

職員の資質向上を図りま

す。 

 

・適正かつ能率的に事務を

処理する事務局組織 

・事業の多寡を見極めた適

正な人事管理 

・資質向上を育む職員研修 

・適正な財務管理 

・正副会長会議、企画調整

会議の適正な運営 

[ 実施状況 ] 

・各グループに主任（グループリーダー）を配置し、グループ内の事

務執行管理を徹底している。 

・平成２３年度からの人事評価制度導入後、目標面接（５月）及び育

成面接（１０月・２月）を実施し、職員（社協マン）の意識改革に

努めている。 

・職員の資質・専門性の向上のための研修参加等（外部研修への参加、

内部研修の実施）。 

 平成２８年度 外部研修参加 延べ１０３人 

内部研修実施 年３回  

 平成２９年度 外部研修参加 延べ９１人 

        内部研修実施 年１回 

 平成３０年度 外部研修参加 延べ９８人 

        内部研修実施 年４回（平成３１年１月１日現在） 

・月１回の外部監査を実施し、財政の透明性を図る等、適正な会計処

理に努めている。 

・社協経営のトップ会議のである正副会長会議と主任以上の企画調整

会議をそれぞれ月１回開催し、地域福祉事業及び介護保険事業の執

行状況について協議し、方向性の確認をしている。 

[ 到達度合い ] 

・目標としているものにほぼ到達。 

 

[ 評価 ] 

・年間を通して、主任を中心に各職員に対して個別指導

する等社協マンとしての意識改革に努めている。 

[ 課題 ] 

・専門職（看護師及びケアマネジャー）の確保及び定着

が求められる中、公募等により人員確保に務めるもの

の専門職職員の雇用が難しい状況である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

・ハローワーク等と連携しながら随時、専門職の情報収

集に努めていく。 

・職員の資質、専門性の向上のために徹底して研修会を

実施していく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

３７ 理事会、評議員 

会等の適正運営 

と部会の活性化 

継続 

 設置目的に合致した理

事会、評議員会及び監事会

の運営を図るとともに、専

門的事項を協議する部会

の活性化を進めます。 

 

 

 

 

・理事会の開催 

・評議員会の開催 

・部会の開催 

・監事会の開催 

[ 実施状況 ] 

・定款の規定に基づき必要事項を審議するため、理事会及び評議員会

を定期または随時開催している。 

・部会は理事会を２つのグループに分け、地域福祉事業や介護保険事

業の課題等を協議し、地域福祉推進にあたっての連携を確認してい

る。 

・毎年１１月に理事会及び監事と職員が地域福祉事業や介護保険事業

の他県、他市の取り組みを学ぶために視察研修会を実施している。 

[ 到達度合い ] 

・目標としているものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

国が示す社会福祉法人制度改革による組織ガバナンス

の強化を図り、理事の経営責任（役割）を明確し、社協

事業の理解に努めることができた。 

[ 現状・ 課題・今後の取り組み等 ] 

特に大きな問題は見当たらず、このまま継続して実施

していく。 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画② 「苦情解決制度の適切な運用」  福祉サービス利用者がより快適なサービスを受けられるよう、利用者からの苦情を適切に解決します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３８ 苦情解決制度 

の適切な運用 
継続 

 利用者が安心して適

切な福祉サービスを利

用し、そのサービスに納

得、満足できるよう客観

性を確保できる第三者

による苦情解決制度の

適切な運用を図ります。 

 

 

 

・第三者委員の設置 

・苦情受付担当者による受

付 

[ 実施状況 ] 

・苦情解決体制として、第三者委員２人委嘱し、更に苦情解決責任者を事

務局長、苦情受付担当者を各グループ主任として設置し、年２回、福祉

サービス等苦情処理の報告会（第三者委員会）を開催している。 

・苦情受付件数 

  平成２８年度 ４件 

  平成２９年度 ３件 

  平成３０年度 １件 （平成３１年１月１日現在） 

[ 到達度合い ] 

・目標としているものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

・苦情がサービスの質の向上を図る上で重要な情報とな

っている。 

[ 現状・ 課題・今後の取り組み等 ] 

特に問題は見当たらず、このまま継続して実施してい

く。 

 

 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

実施計画③ 「安定的な財源確保」  安定的かつ継続的な地域福祉の推進を図るため、自主財源の確保など堅実な財政運営に努めます。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

３９ 安定的な財政 

運営ができる 

財源の確保 

継続 

 地域福祉を中核的に

進める公共的な役割を

担う社協が、安定性と継

続性のある事業活動を

行うため要する財源の

安定的な確保を図りま

す。 

 

 

 

 

・地域の実情に応じた自主

財源の確保 

・公費の導入による補助事

業、受託事業の実施 

・介護保険事業等収入の安

定化 

・必要な基金の造成と活用 

[ 実施状況 ] 

・社協は、地域福祉を推進する公共的な機関であり、市

や県社協からの受託事業のほか、補助を受けて事業を

実施している。 

・介護保険事業、障害福祉サービス等事業の収益を有効

に地域福祉推進事業等に活用すべく、収入を見越した

支出予算の作成を行っている。 

[ 到達度合い ] 

現地点では、安定的な社協運営とは言えず、目標とす

るところまでいっていない。 

[ 評価 ] 

 市補助事業は年々縮減の方向に進んでおり、そのような中、介護保険事

業等の収益増に努め、地域福祉事業の財源に充当している。 

[ 課題 ]  

・補助者側の事情に左右される懸念を多く含んでおり、社会福祉協議会補

助に関しては、上限額を提示され厳しい状況となっている。 

・介護保険事業等の収入の安定化が喫緊の課題である。 

[ 課題に対しての対策 ]   

・今後も行政に対して社協の果たす地域福祉推進の役割について明確な基

準を示すと同時に公費導入の意義を踏まえた事業の実施について協議を

重ねていく。 

・介護保険事業等については、利用者本位を第一に PR 活動を進めていく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 
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４ 

３ 

２ 

１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 

実施計画④ 「適正な基金の運用」  各基金の設置目的とその目的となる事業の将来見通しを勘案し、着実な基金運用を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

４０ 各基金の適正 

な運用 
継続 

 財政運営安定基金と

各特定目的基金の設置

目的とその将来を見据

えて、積立と活用の適正

な運用を図ります。 

 

 

 

 

・財政運営安定基金の運

用 

・福祉基金の運用 

・介護保険事業等運営安

定基金の運用 

[ 実施状況 ] 

 ①福祉基金    ３２，６３８千円（平成３０年３月３１日現在高） 

 ②財政運営安定基金 ６，１５８千円（      〃      ） 

[ 到達度合い ] 

運用に関しては、目標としているものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

 平成２４年度天神デイサービス、平成２６年度放課後等デ

イサービス取り崩し運用後の積立てができていない。 

[ 課題 ]  

 福祉基金、財政運営安定基金については、それぞれ中・長

期の計画を立て積立てをしていく必要がある。 

[ 課題に対しての対策 ]   

 介護保険事業の収益増に努めていく。 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 
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１ 

拡充 

継続 

統合 

縮減 

廃止 
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実施計画⑤ 「社会福祉法人制度改革の的確な対応」  社会福祉法人が持つ公益性、非営利性をより高めるとともに、他の経営主体では対応できない様々な福祉ニーズに応える事業活動を

行うことを趣旨とする社会福祉法人制度改革への的確な対応を図ります。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

４１ 社会福祉法人制 

度改革への対応 
新規 

 社会福祉法人制度改革

の趣旨に則り、改革内容の

具体化に向けて適切な対

応を図り、市民の信頼と負

託に応じます。 

 

 

 

 

・組織ガバナンスの強化 

・法人運営の透明性の向上 

・財務規律の強化 

・地域における公益的な取 

り組み 

[ 実施状況 ] 

社会福祉法人制度改革による経営組織の見直し等に伴い、定款

及び関係諸規程の一部変更等を下記のとおり整備した。 

・理事・監事及び評議員の定数決定と任期変更 

 ・評議員選任委員会委員の選任 

 ・定款及び定款施行細則の一部変更 

 ・各関係諸規程の制定 

 ・社会福祉充実残高の明確化 

 ・経理規程の一部改正 

 ・法人として成年後見事業の準備 

[ 到達度合い ] 

目標としているものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

社会福祉法人制度改革の趣旨に則り、予定どおり定款等を

一部改正し、組織ガバナンスの強化が図られた。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

特に大きな問題は見当たらず、このまま継続して実施して

いく。 
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基本計画１１ 広報、啓発活動を強化します   

実施計画① 「広報、啓発活動の拡充と強化」  目的や対象を明確にしたうえで、多様な広報ツールを活用し、広報、啓発活動を拡充かつ強化します。 

推進項目 
新規 

継続 
内      容 主な取り組み、手段等 取り組み等実施状況と到達度合い 評価及び課題等 

一次 

評価 

二次 

評価 

方向

性 

４２ 広報、啓発活動 

の拡充と強化 
継続 

 社協活動、事業経営の透

明性を図るため、多様な広

報手段を活用して広報・啓

発活動を効果的かつ効率

的に行い、拡充と強化を図

ります。 

・年４回の「社協だより」

の発行 

・ホームページによるリア

ルタイムな情報の発信 

・職員の広報活動 

[ 実施状況 ] 

編集委員会で紙面の内容を検討し、紙面の充実を図っている。 

ホームページの【お知らせ】をタイムリーに更新している。 

[ 到達度合い ] 

目標としているものにほぼ到達。 

[ 評価 ] 

社協の事業理解に繋がっている。 

[ 現状・課題・今後の取り組み等 ] 

市民の反応がつかみづらく、広報の方法が最適がどうか検

討していく。 
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